
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 （令和７年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1
公共用施設に係る整
備、維持補修又は維持
運営等措置

ゴールデンユートピアおおち維
持運営事業

美郷町 13,333,333 10,451,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考



Ⅱ．事業評価個表（令和７年度）

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する都道府県又は市
町村の主要政策・施策と目標

①交付金事業の成果目標
　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　美郷町第2次長期総合計画　後期基本計画（令和3年度～令和7年度）
　基本計画Ⅳ　健康　福祉　生涯を通じて健康で安心できるまち
　Ⅳ-1　保健・医療の充実
・「一人ひとりがいきいき、みんなが笑顔でつながる健康な町」を基本理念として、疾病や障がい・加齢などに左右されず健
やかで自立した幸せな生活ができる期間、いわゆる「健康寿命」のさらなる延伸や生活の質の向上をめざし、具体的な健康行
動をおこす町民が増えることを目指します。

事業開始年度 令和７年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 美郷町

交付金事業実施場所 美郷町粕渕地内

交付金事業の概要

　ゴールデンユートピアおおちは、平成元年に旧邑智町の第3次長期総合計画の先導開発事業として位置付けられ、平成2年に
旧自治省のリーディングプロジェクト事業（長寿社会対策）の採択を受けて平成2年度～平成6年度にかけて健康センター、ス
ポーツセンター、交流センター及び高齢者センター等から構成される町民の健康づくりや健康増進、軽スポーツ、創作活動の
場を提供する施設として、総事業費24億円をかけて建設されました。
　当時の総合計画にもあるようにゴールデンユートピアの建設に当たっては「町民誰もが長寿を喜び合い健康が楽しい暮らし
づくり」「町民誰もが資源と技術と知恵を生かした生きがい創造に向けた産業おこし」「町民誰もが世代や地域を超えてふれ
あい学び合う交流による活力ある町づくり」という3つの基本目標を掲げています。
　とりわけ、長寿・健康という概念においては、オープン当初から療育音楽健康づくり教室や水中運動教室といった高齢者に
特化し、施設利用を生かした今で言う介護予防教室を先駆的に実施しており、平成12年の介護保険制度導入後も引き続き町の
介護予防事業として定着しております。
　平成16年10月に旧邑智町と旧大和村とが合併し美郷町になってからも町の介護予防事業、健康づくり事業の拠点として位置
づけられ、旧大和村の方からの参加者も増えていく中で、健康指導や運動指導に携わる職員も資格取得や研修を行いスキル
アップを図ってきました。
　このゴールデンユートピアおおちも平成18年度から指定管理者制度による指定管理を受けて一般財団法人美郷町開発公社が
管理運営をしており、令和3年度からは新たに石見ワイナリー株式会社が管理運営をしていますが、開館から30年以上が経過
し、施設の老朽化等があり、施設維持にも年々経費が増える中でも、町民にとっては最も関心が高い健康維持・増進を図るた
めにはなくてはならない施設であり、施設として安全で安定的な運営が求められています。
　本交付金は町が所有する上記施設の管理運営について、石見ワイナリー株式会社と指定管理の基本協定書（令和3年4月1日
から令和8年3月31日までの5年間）に基づき、その管理委託料年額40,000千円の内、令和7年10月から令和8年1月分の管理委託
料13,333,333円に本交付金を充当します。
　このゴールデンユートピアおおち維持運営事業においては、町の広報誌等で電源立地地域対策交付金が使われていることを
周知するとともに、町民の健康志向と生きがいに対する健康増進の拠点施設として今後も利用者の維持・拡大を図ります。

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置

ゴールデンユートピアおおち維持運営事業



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

健康増進施設の利
用者数の維持

健康増進施設
（プール）の利用

者延べ人数

成果実績 人 6,458

目標値 人 7,000

達成度 ％ 92%

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業終了後早期に評価を実施するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　前提となる美郷町の人口推移としては、住民基本台帳による当該事業開始時点（9月1日）の人口が令和6年度の4,059人に対
して、令和7年度は3,971人であり、約2.1％の減少となっています。
そうした中、成果目標に掲げていた令和7年10月から令和8年1月の健康増進施設の利用者数は、令和6年度の同時期と比較して
減少しました。（令和6年度：6,981人から令和7年度：6,458人に減少。約7.5％の減少）
　減少の大きな要因として、会員のプール利用数の減少が挙げられますが、会員数自体は横ばいで減少には転じていないた
め、会員の高齢化等により利用回数が下がっているものと考えられます。会員の利用頻度向上と会員数の増加を図るために、
イベント等の実施など来訪機会の創出に努めていく必要があると考えられます。来年度以降も引き続き取り組みを継続し、利
用人数の維持を図っていきます。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 13,333,333

ゴールデンユートピアおおちの管理運営 随意契約（特命） 石見ワイナリー株式会社（大田市） 13，333，333（4カ月分）

交付金事業の担当課室 美郷町企画推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 13,333,333 13,333,333 13,333,333

交付金充当額 10,408,000 10,490,000 10,451,000

交付金事業の評価課室 美郷町企画推進課

0 0 0

10,408,000 10,490,000 10,451,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費等 令和５年度 令和６度 令和７年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和５年度 令和６年度

5,900 7,000

達成度 ％ 164% 118% 92%

令和７年度

健康増進施設（プール）の利用者延べ
人数（無料利用を除く）

活動実績 人 5,891 6,981 6,458

活動見込 人 3,600


